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論文内容の要旨
研究の背景
少子高齢化が進む現代社会において，生活の豊かさに
対する価値観が変化し，物の豊かさから心の豊かさを求
める社会となりつつある。その動きは，市民の社会参
加，地域社会への貢献，自己実現といった具体的な社会
行動となって現れてきている。このような社会情勢の中
で，1997年に東京都が管理する 9個所の都立庭園が公
益財団法人東京都公園協会（当時，財団法人東京都公園
協会，以下公園協会とする）に業務委託されることに
なった。都立庭園は全てが国や東京都により文化財保護
法による文化財（史跡，名勝等）として指定された文化
財指定庭園（以下，文化財庭園とする）である。従来は
文化財として保全を主体とした施設管理であったが，公
園協会への業務委託を契機に，東京都における都立庭園
の管理が，文化財庭園の活用に目を向けた管理手法にも
取り組むこととなった。この転換期に誕生したのが都立
庭園ガイドボランティアであった。
そして，この都立庭園ガイドボランティアは，市民と
の協働による文化財庭園の新たな管理手法というだけで
はなく，そこで活動することに生きがいを感じ，自己実
現の場所ともなっていた。そのことは都立庭園ガイドボ
ランティアの活動が，高齢化社会の到来にあって，今後
望まれる生涯学習の場としても有効な取り組みであると
考えられる。そこで，本研究では，都立庭園ガイドボラ
ンティア誕生の経緯を明らかにし，文化財庭園の活用に
とって都立庭園ガイドボランティアは有効であるのか，
そして，都立庭園ガイドボランティアは文化財庭園での
活動に生きがいを感じ，自己実現を達成できたのかにつ
いて明らかにしたものである。
第 1章 都立庭園の管理経緯と都立庭園ガイドボラン
ティアの誕生
第 1章では，都立庭園の開園から現代に至るまでの経
過の中で施設管理，管理運営の実態を調査すると共に，
庭園管理に係る法制度や都立庭園に関する審議会などの
行政計画の文献調査を行うことにより，都立庭園創設の
時代，都立庭園利用の模索の時代，庭園施設改修の時
代，施設管理と管理運営の分離の時代に区分し，施設管
理・管理運営の変遷を通して，文化財として施設を修
復・保全するという保護に重点が置かれていた管理の中
で，どのような背景から「都立庭園ガイドボランティ
ア」が成立したのか，その経緯を明らかにした。その結
果，文化財に指定された都立庭園は文化財保護法に則っ
て管理され，所有者やその関係者の責務として，文化財
を公共のために保存・公開に努めなければならないとさ
れているが（第 4条 2），公開とは，文化財を単に見せ
るというだけではなく，その価値をより広く伝え，多く
の人に理解してもらうといった意味も含むものである。
そこで，文化財庭園の歴史的，文化的な価値や魅力を広
く市民に伝え，活用を促す取り組みとして，しかも，市
民の貴重な財産である文化財庭園を自らの手により守っ
ていくことが望ましいとの文化財保護法の考え方から，
文化財庭園の公開にあたり市民との協働で進めるために
生まれてきたものが「都立庭園ガイドボランティア」で
あった。
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第 2章 庭園ガイドツアーに参加した来園者の意識から
みた有効性
第 2章では，都立庭園ガイドボランティアが定期的に
行っている庭園ガイドについて，文化財庭園の歴史的，
文化的価値や魅力が庭園ガイドツアー参加者に伝わって
いるのか，参加者の求める要求を満足させているのか等
についてアンケート調査により実態を把握し，都立庭園
ガイドボランティアの行う庭園ガイドに対しての有効性
を明らかにした。その結果，都立庭園ガイドボランティ
アは，設置当初の目的を果たし，庭園ガイドツアー参加
者に対して有効に機能していることが明らかになった。
庭園ガイドツアーに参加した人の満足度は非常に高く，
次回の来園時にも参加したいという参加者が多数いた。
満足した理由としては，「説明が分り易かった」ことを
多くの参加者が上げていた。また，庭園ガイドツアー参
加の理由としては，「庭園のことを深く知りたかった」，
「どのような説明があるか興味があった」が多く，実際
の庭園を見ながらのガイドに関心があった。また，庭園
ガイドツアーに参加して何を聞きたいかについては，
「庭園・建物の成立ち等の歴史について」，「庭園・建物
に係るエピソードなど」であり，ガイドの声を通した説
明を期待していた。
第 3章 都立庭園ガイドボランティアの意識調査
第 3章では，都立庭園ガイドボランティアとして活動
している人々に対して，ボランティアへの参加動機，活
動によって満足感は得られているのか，生きがいを感じ
ているのかなどのアンケートによる意識調査を実施し
た。その結果，都立庭園ガイドボランティアの約 80%
は 60歳以上の定年退職者であり，自分の好きな文化財
庭園について学習したい，社会の役に立ちたい，生きが
いを見つけたいという社会参加の目的から活動してい
た。そして，ボランティア活動によって生活にメリハリ
が出来るなど，活動が生活の一部となっており，ボラン
ティア活動に約 80%の人が生きがいを感じていた。ま
た，都立庭園ガイドボランティアのほぼ全員が，今後も
活動を継続していくことを望んでいるなど，都立庭園ガ
イドボランティアの活動に生きがいを感じ，活き活きと
生活していることが明かになった。特に，文化財庭園に
関する学習をさらに深めたいという姿勢や，文化財庭園
のガイドに対する社会的役割を実感するなど，文化財庭
園という文化，歴史的に価値ある施設に携われることに
特別の意識をもつ人が多かった。これらのことから，文
化財庭園の管理運営の役割の一端を担う都立庭園ガイド
ボランティアの人たちにとって，文化財庭園は社会参
加，自己実現の場として有意義な場所であることが明ら
かになった。
第 4章 文化財庭園の管理運営を「都立庭園ガイドボラ
ンティア」と協働する意義
第 4章では，文化財庭園を市民との共働により管理運
営する意義とともに，都立庭園ガイドボランティアの活
動が，社会参加，自己実現といった生涯学習の場として
有効な場であることの意義を明らかにした。そして，市
民との協働による文化財庭園の管理は，保護と活用が文
化財保護法の重要な二本の柱とされている中で，文化財
庭園の新たな管理手法として有効であることを明らかに
した。文化財庭園の歴史，文化的な価値や魅力を来園者
に伝え，理解を得るには，決められた内容の説明を行う
有料観光ガイドのような画一的な説明ではなく，きめ細
やかで，柔軟で，説得力のある説明が望まれる。都立庭
園ガイドボランティアが行う庭園ガイドは，市民が市民
に伝えるという仕組みであり，ボランティアであるから
こそ，庭園ガイドツアー参加者と同じ視点で物を見て考
えることができるため，きめの細かい，分かり易い説明
をすることができる。文化財庭園は，広汎かつ深い知識
や市民が関心を持つ地誌や植物誌やエピソードを楽しく
話せる語り部的ガイドによって，分かり易い説明で庭園
ガイドツアー参加者の満足度，理解度を高めていくこと
で，文化財庭園に対する理解と支持が広まり，文化財庭
園を次世代に引き継いでいくという大きな目的を達成す
ることができると考えられる。
まとめ
1．文化財庭園の管理が変革する中で都立庭園ガイドボ
ランティアは誕生した。
2．都立庭園ガイドボランティアは，文化財庭園の情報
を伝達する役目を果たしている。
3．都立庭園ガイドボランティアは，生涯学習の場とし
て有効な取り組みである。
4．都立庭園ガイドボランティアの活動は，市民協働に
よる新たな文化財庭園の管理を提示している。
これらのことから，文化財庭園は都立庭園ガイドボラ
ンティアの生涯学習の場，能力を向上させる場としての
役割を果たすとともに，市民である都立庭園ボランティ
アが活き活きと活躍することで文化財庭園の管理をより
良いものにするという相乗効果をもたらすことが期待で
きる。超高齢化社会を迎えつつある日本社会にあって，
生きがいを持って活き活きと生活できる社会活動と，文
化的財産を後世に継承していく上での 1つのモデルを描
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くことができるものと考える。
審査報告概要
本研究は，都立文化財庭園保存活用施策の一環として
「庭園ガイドボランティア制度導入」が，文化財保護法
が示す管理と利用の両面に寄与するのみならず，ボラン
ティア自身の参画に伴う文化財理解の増進，仲間づくり
と自己実現など多面的効果を高めていることを実証し，
公共財産の活用と継承への新たな方向性であることを確
認した。本研究では，①東京市以来の文化財庭園の保存
管理に関する措置，計画等の分析を踏え，②庭園ガイド
ボランティア制導入への背景と成立を解明し，③ボラン
ティアによる庭園ガイドは庭園文化の情報伝達に大きく
寄与すること，④参画するボランテイア自身の生活の活
性化に有効であることを明らかにした。また，庭園ガイ
ドボランティアの意識と研修活動から，都立文化財庭園
は生涯学習の場となっていることを示し，文化財庭園の
情報伝達活動をとおして自己実現を果たしていることを
明らかにした。本研究は，都立文化財庭園に導入された
庭園ガイドボランティアが多面的な効果を発揮すること
を実証したもので，その内容は類例の文化財の維持管理
にも普遍性を持つと考えられる。よって，審査員一同は
博士（環境共生学）の学位を授与する価値があると判断
した。
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